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  今週のニュースピックアップ


  


  津田大介が今気になっているニュースを毎週1つピックアップし、解説します。〔毎号配信〕


  


  ◆堀江貴文・元ライブドアCEOの現在と今後のネットメディアの行く末


  



  そういえば2月6日にニコニコ生放送の企画で長野刑務所にいる堀江貴文元ライブドアCEOの面会に行きましたね。面会の内容は2月29日にニコ生で放送された「ホリエモンの満漢全席」[*1] で同じく面会に行った上杉隆さんと一緒に伝えられましたが、改めてこのメルマガ読者に堀江さんの現在を教えていただければ。


  津田：長野刑務所付近の模様はツイッターでもいろいろ書いてて、togetterにまとまっています。[*2] 堀江さんは随分痩せて凛々しくなってたってのもあるんですけど、話をしているなかで感じたのは、良い意味で話の脂っこさが抜けたなってことですね。でも決して自暴自棄になってるわけじゃないし、確実に出たあとのことも見据えてるし、いろいろな怒りも忘れてないそのバランスが絶妙で、すげえ魅力的な人になってるなーと思いましたね。僕はあんま偉そうに人物評とかできる人間でもないんですけど、丸刈りの風貌もあいまって、ある種、修行僧のような雰囲気も醸し出してましたね。


  



  具体的にはどんな話をされたんですか？


  津田：まず、面会時間は30分しかなくて、そのうちの15分くらいは堀江さんのメルマガ担当編集の杉原光徳さん（@sugi_mitsu） [*3] がメルマガ用の連絡事項をものすごい勢いで確認するんですね。それがある程度終わったら話ができるみたいな感じだったので、あまり深い話はできなかったんだけど、メルマガの話は結構したかな。堀江さんはメルマガをテコに新しいメディアのあり方を考えてるみたいで、単に手紙のやりとりだけで今のメルマガを維持してるだけでもすごいのに、そこから先も見据えて次の展開を考えてるのはさすがだなと思いましたね。


  個人的に気になったのが、作業中とかに思いついたアイデアをどう処理してるのかってことで、それは本人に聞きました。作業中は当然メモとか取れないので頭の中で覚えているしかないそうです。ただ、仕事は夕方に終わって就寝するまで4時間くらいは本とか読める自由な時間があるそうで、そこでメモとかに記しているそうです。当然仕事しているうちに忘れちゃうアイデアとかもあるそうなんですけど「それで忘れちゃうアイデアは大したことないアイデアだから仕方ないと割り切ってる」と言ってました。


  



  堀江さんの収監生活はどのような感じなのでしょうか。


  津田：堀江さんが割り振られている仕事は、政治的な配慮もあって、できるだけ人と接しないような仕事なんですよね。そのあたりの細かい話は堀江さんのメルマガ [*4] とか最近出した『刑務所なう』[*5] に書かれているのでそちらを読んでいただいた方がいいかと。僕が行ったときに堀江さんが繰り返し話してて印象的だったのは「とにかくひたすら寒い」ってことでしたね。ヒーターが壊れているのか、布団に入って寝ても夜中に寒さで目が覚めるそうです。「風邪とか引かないんですか？」と聞いたら「基本的に人と会わないから、ウイルスに感染する機会もなくて、だから風邪は引かないんだよ。ただ、ひたすら寒い。拷問みたい」と。


  



  堀江さん、収監されているのに連載や寄稿など、かなり精力的に活動されてますよね。


  津田：オリンパス問題については、あの問題のきっかけを作った経済誌『FACTA』に寄稿しましたね。[*6] オリンパス問題をきっかけに、旧態依然とした日本の大企業や東証、メディアに対する強烈なダメ出しをしていて、あれを読むと“ホリエモン節”健在だなと思いますね。堀江さんは収監が決定した際の記者会見で「納得はしていないが、双六のコマが1つ進んだような気分ですっきりはしている」と言ってましたが、このFACTAの原稿の最後で「私は刑事処分を受け全てを受け入れて粛々と受刑生活を送っている。しかし、あまりに不平等な扱いを受けると心がザワつく」と書いてました。それは偽らざる気持ちでしょうし、塀の中に入ってもなお、堀江さんの戦いは終わっていないんだなと思いますね。


  



  しかし、堀江さんは塀の中からどうやってあそこまでメルマガ出したり、寄稿したりできるんでしょう。


  津田：それは先ほども言いましたけど、編集の杉原さんの功績が大きいですよ。例えば、堀江さんは週刊アスキーで「堀江貴文のJAILぶれいく」という連載してますけど、[*7] クレジットを見ると「文●堀江貴文　構成●杉原光徳（ミドルマン）」となっていますよね。通常「構成」というのは、インタビューや対談など、口頭ベースでされた話を読みやすい文章に落とし込む仕事のことを言います。堀江さんの場合、現状手紙と面会時の会話という月に数回しかない機会でしか情報発信ができない状況です。そこで普段からコミュニケーションを取っている彼がものすごい勢いで堀江さんの言っていることを処理して、原稿の形に落とし込んで出すということをやっているわけですね。


  僕もデジタル日記を読んでいただくとわかるかと思うのですが、なかなかじっくりと腰を落ち着けて原稿を書く時間が取れないので、書籍を出すときや、このメルマガは構成の人に手伝ってもらっています（ただ、すべてを構成に回してるわけではなく、ネタバラシをすると今回のニュースピックアップについては、会話文の形をした僕の「書き原稿」だったりします……）。例えば、『Twitter社会論』でいえば、あれは1章が書き原稿、2章が2章が語り＋構成、3章が書き原稿＋データ原稿の編集、勝間さんとの対談は構成者に任せる大体半分くらいが僕の純粋な書き下ろし原稿で、残り半分がデータ原稿と構成原稿です。『情報の呼吸法』は、最近出した『はじめての編集』[*8] が話題になっている有名な編集者・菅付雅信さん [*9] が僕に10時間くらいインタビューする形式で内容を作り、そこで作られた構成原稿に僕が大幅に赤を入れて形にしました。なので、あの本で一から書かれた部分は前書きと後書きだけですね。とはいえ赤入れ作業で3日間くらい徹夜しましたけど……。今回発売されたばかりの『動員の革命』は、ここ2年くらいさまざまな場所で僕がやってきたソーシャルメディアについての講演に担当編集の中央公論新社谷口さんが通い詰めてくれて、その講演録を原稿に起こしてくれて、それに手を加えるという形で作りました。ただ、割と新規で書いた原稿もあるので、対談以外の部分の2割くらいは僕の原稿かな。当然、人が構成した原稿と自分が書いた原稿にはテイストの違いもあるので、それを修正する手間がかかるわけですが、それでも一から原稿を書くよりかは早く本を出すことができるわけです。


  だから、すごいペースで本を量産してる人はたいていの場合、一からすべて書き下ろししているわけじゃなく、構成の人を入れてやっているんですよ。本の奥付やあとがきの謝辞とか見ると、構成者の名前が入っていたりしますが、そういうところに著者とは違う名前がある場合、構成を入れながら本を作ったということがわかる。それを世間一般では「ゴーストライター」なんて呼んだりもします。僕もライター駆け出しのころは、有名人に取材してそれを連載原稿の形にするゴーストライターの仕事をいくつかやってました。なので、どういう形で本が作られているのか知りたい人は奥付や構成者に注目して本を読むと面白いですよ。


  このあたりは出版業界に携わっている人であれば常識なんですが、意外と世の中では知られてなかったりもするんですよね。つまり、それくらい「編集」や「構成」の仕事はコンテンツを作るうえで重要かつ大変な役割を担っているわけです。このあたりはまさに「メディアの現場」の話ですね（笑）。


  堀江さんに話を戻すと、彼がいまだに塀の中にいてもこれだけのペースでいろいろなことを発信できているのは、有能な編集が堀江さんの主張したいことをきちんとくみ取って、読みやすい形で世の中に出しているからという部分が大きいんです。編集者って、楽器でいうと、アンプであり、エフェクターのような存在。元の音を鳴らすプレーヤーと楽器がないとそもそも音は出ないけど、いったん音が鳴らされたらそれをかっこいい音に変換して最終の音として出力する。僕のメルマガが毎回ひどいスケジュールながら、この量と形で出せているのは、担当編集の@tekitoeditorのおかげです。もっとも最近彼女はことあるごとに「堀江さんの会社に転職したい」と言ってますけど……。


  で、有能な編集者は出版業界にはたくさんいるんですけど、そういう人は実は堀江さんのメルマガや僕のメルマガのような独立型のメディアにはあんま参加しないんですよ。なぜかというと、みんなそこそこ給料が良い出版社に務めてたりするし、フリーでやってるような人のところには仕事が殺到するので、よほど良い条件が出せない限り専任でやるインセンティブが働かないんですね。


  有料メルマガがビジネスとして安定的にキャッシュフローを回せるようなメディアになりつつあるので、今後は変わっていくかもしれませんが、まだまだネットメディアには出版業界と比べて有能な編集が少ないのも事実です。自分が今作ろうとしている政治メディアとも関わってくる話なのですが、今後はこうした構成能力のある編集者をどれだけ捕まえてこれるかという部分が間違いなく鍵になってきます。堀江さんが出所後に考えているであろうメルマガ的なサービスを起点にした次世代メディアも、昨年末にダイヤモンド社を退職して株式会社ピースオブケイクを起業した『もしドラ』担当編集だった加藤貞顕さん（@sadaaki）[*10] も、前号で対談した荻上チキさん（@torakare）も、僕が社外取締役に就任した [*11] 東浩紀さん（@hazuma）の株式会社ゲンロンも、『PLANETS』[*12] を主宰する宇野常寛さん（@wakusei2nd）も、目的こそ違えどメディアを成長させる方法論は同じ具体的には、あまり表に出てこない有能な編集スタッフをどれだけ囲い込めるか、ということを考えているのだと思います。いや、ホントに今から堀江さんが出所してくる前後のここ1〜2年でそのあたりの勢力図が大体決まってしまうんじゃないかとすら思いますね。そこの部分は、相当激しい争いになるような気がしていますし、その意味ではみんなライバルですね。みんなすごい人たちですし、自分のなかでもその点についての危機感は相当あります。


  



  なんか堀江さんの面会に行ったことを伝えるニュースピックアップだったのに、最後はずっと連載が休載状態になっている「ネットメディアをつくろう」みたいな話になっちゃいましたね。


  津田：なぜならそれは僕が書き原稿で、自分が自分にインタビューする架空インタビューを「構成」してるからですね！ なので、今号も「ネットメディアをつくろう」は休載です。でも、次号では書くつもりですよ。なんとか書きたい……。


  



  楽屋オチっぽい話で終わるのもなんですし、堀江さんの出所後にどのような期待を持っているか教えてください。


  津田：いや、ちょっと30分だけ会っただけでどうこう言える立場じゃないんですけど、実際に会ってみて、今の堀江さんの、ギラギラしてるけど、適度に悟った感じそれがめちゃくちゃ魅力的だったんですよね。


  『刑務所なう』では「やる気が湧いてきた。出所したら事業がんばるよ」ってフレーズがありますけど、僕個人も堀江さんが出所後何をやるのかは素直に楽しみですね。塀の中にいる分、たぶん僕らが気づけてないいろいろなところに気づいていて、それの事業化プランとかも練っているだろうし。そして何より堀江さんにはそれを支える安定したキャッシュフローとしてのメルマガがある。これは大きい。


  堀江さん収監前の僕は「事業をやる」という点では、ナタリーを設立するきっかけを作って売上3億円くらいの会社にする手伝いをしたまあいわば小成功させたくらいの実績しかなかったわけですけど、今は堀江さんが切り開いてくれた有料メルマガというマネタイズ手段のおこぼれに預かって、メディアビジネスを自前で作れるくらいにはなりましたから、出所後、堀江さんと連携できるポイントがあったら何らかの形で一緒にできるといいな、とは思いますね。ある種の恩返し的な意味もありますし、何より堀江さんと僕は同世代（堀江さんが1学年上）なので、そのシンパシーも強くあります。とにかく早く出所してきて、パワーアップした堀江さんを見てみたいですね。


  



  [*1] http://www.nicovideo.jp/watch/1331121752


  [*2] http://togetter.com/li/253795


  [*3] http://www.henshukaigi.com/desire/000539.html


  http://www.middleman.co.jp/works/index.html


  [*4] 「堀江貴文のブログでは言えない話」は、まぐまぐ、FC2、ビジスパ、ライブドア、夜間飛行の各メルマガ配信スタンドで配信中。


  http://takapon-jp.com/ml_horie/


  [*5] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4163749802/xtcbz-22


  [*6] http://facta.co.jp/article/201203049.html


  [*7] http://weekly.ascii.jp/sp/takapon.html


  [*8] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4903951480/xtcbz-22


  [*9] http://www.sugatsuke.com/thewayofedit.htm


  [*10] http://sadaakikato.com/


  [*11] http://genron.co.jp/about_genron/


  [*12] http://wakusei2nd.com/


  メディア／イベントプレイバック

  


  僕が出演した番組やトークイベントなどで、内容が面白かったものをテキストで読みやすく再編集してお届けします。原発・放射線の問題や政治全般、著作権、音楽の話までテーマは多岐にわたる予定です。〔毎号配信〕


  vol.28のゲストは、ミュージシャン、エッセイストの猫沢エミさんです。猫沢さんは2012年3月、Emi NECOZAWA & Sphinxとして初のアルバム『Pyramidia』をリリースしました。対談を読んで、興味が湧いた人はぜひ聴いてみてください。


  ・Emi NECOZAWA & Sphinx『Pyramidia』-「Syncopation」PV


  http://ensphinx.blog.fc2.com/blog-category-5.html


  



  ・[Amazonで購入]


  →『Pyramidia』Emi NECOZAWA & Sphinx


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/B006ZY2A0S/xtcbz-22


  



  ・2012年4月14日（土）19:00〜 サラヴァ東京＠渋谷にてEmi NECOZAWA &


  Sphinx-Syncopationレコ発記念ライブ


  http://ensphinx.blog.fc2.com/blog-entry-36.html


  



  司会の宍戸留美さんも5月9日にニューアルバム『女』をリリースします。アルバムには、三宅伸治が作詞作曲を手がけた「愛のシェルター」など、バラエティに富んだ計8曲を収録。前作「CHERBOURG→BRIGHTON」でもプロデューサーを務めた鴫原浩平に加え、演奏にHARCO、アレンジ、プロデュースで高橋 "Jr." 知治など豪華な布陣が参加。こちらもあわせてチェックいただければ幸いです。


  ・宍戸留美、ニューアルバムで熟れた「女」の魅力歌う


  http://natalie.mu/music/news/66219


  



  ・[Amazonで購入]


  →『女』宍戸留美


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/B007IT8A76/xtcbz-22

  


  ◆打楽器との出会い、音大受験、交通事故……猫沢エミが歌手になるまで


  （2011年5月7日「OIL in Life」[*1] より）


  出演：猫沢エミ（ミュージシャン、エッセイスト）、宍戸留美（シンガーソングライター、声優、女優、マルチアーティスト）、津田大介


  



  宍戸：こんにちは、宍戸留美です。今日のOILのゲストは、私の大好きな大好きな猫沢エミさんです！


  津田：ルンルンは昔から猫沢さんのファンなんですよね。じっくりお話ししたり、ライブを観たりしてみたいということで、今回出演していただくことになりました。


  猫沢：猫沢です。お招きいただき、ありがとうございます。


  津田：よろしくお願いします。まずはルンルンが猫沢さんのファンになったきっかけから教えてください。


  宍戸：5年くらい前、本屋さんで猫沢さんの著作『パリ季記フランスでひとり+1匹暮らし』（天然生活ブックス）[*2] を手にしたのが最初です。装丁もすごくステキだし、中身も本当に……おっさんですよね（笑）。


  猫沢：すいません（笑）。


  津田：確認ですが、お二人は初対面なんですよね？


  宍戸：ほぼ初対面ですね。私がライブに2回くらいお邪魔していて、その時に一度、2分ほどお話ししたくらいです。私もエミさんと同じでフランスにはすごく興味があって、フランス語もぜひ勉強してみたいと以前から考えているんですね。それで、本に感動したのもあって、「どこの学校でフランス語を勉強したんですか？」とエミさんにメールで質問したんです。そうしたらお返事をいただいて、「じゃ、そこに行きまーす」って。


  津田：そんなやりとりがあったんですか。


  宍戸：そうなんですよ。そこで今回、「猫沢エミさんをゲストに呼びたいんだけど、どう？」って津田さんに聞いたら「知ってるよ、好き好き」って。


  猫沢：本当ですかー？


  津田：昔から聴いてましたね。ライブの映像も観たことがあるんですけど、とにかく打楽器を叩いているというイメージで。猫沢さんはもともと、音楽大学で打楽器やパーカッションを勉強されてたんですよね？


  猫沢：そうですね、打楽器専攻科の出身です。


  津田：歌手としては珍しい経歴ですよね。


  猫沢：私は歌手になるつもりなんて、これっぽっちもなかったんですよ。学生時代は現代音楽やジャズのプレイヤーを目指していました。でも、現代音楽のパーカッションではたくさんセットを組まないといけないし、楽器もいろいろ持ってないといけない。お金がかかるんです。留学してみたい気持ちもあったけど、私の家は裕福ではなかったから、両親に頼るのは難しい。それで、留学は諦めて学生時代からプロのパーカッショニストとして仕事を始めました。


  津田：そもそも、どういういきさつで音楽と接するようになったんですか？


  猫沢：私の出身は福島県の白河市です。今は原発事故の被害で大変なことになっていますが、あのあたりは田舎で、本当に何もなかったんですよ。でも、ヤマハ音楽教室はあって、親のすすめで3歳ぐらいから通い始めました。「習い事をさせれば、少しはおとなしくなるんじゃないか」と考えたんでしょうね。言うことをきかない子だったから。


  津田：幼いころの情操教育の延長で、音楽が使われたんですね。


  猫沢：だけど、ぜんぜんダメでしたね。音感教育のひとつになっているソルフェージュの授業で、先生に後ろを向くように言われて、ピアノで弾いている音階を当てるんですけど、私はすごく音感が悪くて。「ドミソー」と弾いてるのに「シレソー？」って（笑）。エレクトーンも5歳ぐらいから習い始めたのに、楽譜も読めるようにならない。音楽教室もそのあと、一度止めているんです。


  津田：ご両親は何か音楽をやられていたんですか？


  猫沢：ぜんぜん。音大出身者って、わりとそういう環境だったりしますけどね。うちの実家は着物屋を営んでいました。


  津田：あら、和風なんですね。


  猫沢：そうです、私はこんな顔だけど、カレー屋じゃなかった（笑）。おばあちゃんは朝から、殿様キングスとかかけてましたよ。ジャーンジャーンって。


  宍戸：ファンキーですね（笑）。


  猫沢：どちらかというと、音楽を学ぶ環境としては逆境でしたね。ただ、私が入学した小学校は、オーケストラのある学校だったんですよ。小学校なのに、弦楽器も管楽器もひと通り揃っているんです。


  津田：「吹奏楽部」じゃなくて、本当に「オーケストラ」なんですね。


  猫沢：そうなんです。塾なんか通う子はほとんどいなかったし、田舎だから放課後にすることもない。それで、みんなよく練習するし、うまかったんですよ。そのオーケストラでヴァイオリンを弾く子の姿を見て、「これは！」と刺激されて。だから意外にも、最初はヴァイオリニストを目指してたんですよ。本当は10歳からでないと入れなかったんですけど、どうしても早くやりたかったから、無理を言って9歳から入れてもらいました。


  津田：その小学校は公立だったんですか？ それとも私立？


  猫沢：公立ですね。田舎だから、私立の学校なんてそもそもなかったんです。地域の幼稚園を出た子どもは、みんなエスカレーター式でその小学校に通うんですよ。そんな学校なのに、なぜか立派なオーケストラがある。


  津田：コンクールにも出たりしたんですか？


  猫沢：東北大会にも県の代表として出場しましたし、やる気ありましたね。すごい燃えてました。時には先輩にいじめられたりもしながら……。


  津田：おっと！ でも、当時の小学生なら、「いじめ」といっても他愛もない感じだったんじゃないですか？


  猫沢：陰湿な感じはまったくありませんでした。ただ、体育会系のタテ社会なんですよ。小学生なのに、廊下で先輩とすれ違ったら「こんにちは！」って挨拶しないと、あとで体育館の裏に呼ばれる（笑）。そんなタテ社会の中で、ヴァイオリニストになるために毎日がんばっていました。ところが中学校に入ったら、今度は吹奏楽部しかなかったんですよ。公立ながら、大会なんかではすごく強かったけど、吹奏楽には当然、ヴァイオリンみたいな弦楽器のパートはないわけです。私は音大の付属高校に進学したかったから、ヴァイオリンについては個人でレッスンを受けつつ、学校では吹奏楽部をやっていこうと。ところが、吹奏楽部に入ったら、パーカッションを担当することになっちゃったんです（笑）。


  津田：「なっちゃった」というのは、進んでやりたかったわけではないと。


  猫沢：まったく望んでなかったです。


  津田：本当はどんな楽器がやりたかったんですか？


  猫沢：フルートやオーボエですね。音階のある楽器のほうが、子どもからみれば華やかでしょう？ 望まずにやることになったパーカッションでも、1年生のうちは小太鼓みたいな花形はやらせてもらえないわけですよ。最初はトライアングルからでした。


  津田：なぜパーカッションの担当になったのでしょう？


  猫沢：吹奏楽の顧問の先生は指導者として、まぎれもなくすばらしい方だったんですね。その先生いわく、「強い吹奏楽部を作るため、一番のベースになるのはリズム。リズム・パートがよくなかったら、その上で音を組み立てられない」と。そこでまず、パーカッションの素養がある子を見抜くため、入部希望者の全員がテストを受けたんですよ。私はたまたまパーカッションを演奏する時、全部左利きだったんです。本当かどうかわからないけれど、先生によると、左利きはパーカッションに向いているそうで。それでテストに合格してしまいました。


  津田：最初にそう言われた時は、どう思いましたか？


  猫沢：膝抱えて泣きましたね。フルートの練習をしている教室を恨めしげに覗きにいったりしてました（笑）。


  津田：でも、さっきの話によると、音階はもともと苦手だったわけですよね。


  猫沢：そうですよね！ 忘れてました（笑）。苦手だったからこそ憧れていたのかもしれないですね。


  津田：ちなみに、僕も中学生の時に吹奏楽をやってたんですよ。今の猫沢さんの話を聞いて、すごく懐かしい気持ちになりました。


  猫沢：そうなんですか！ 楽器は何を？


  津田：ユーフォニウムです。


  猫沢：あー、それっぽい！（笑）


  津田：だから、トロンボーンやトランペットなんかも、簡単にならできますね。パチンコ屋で流れてる軍艦マーチくらいなら吹けるかな（笑）。話を戻すと、中学3年間の最初は、トライアングルからスタートしたわけですね。


  猫沢：はい。パーカッションってね、「禅の世界」なんですよ。


  津田：曲によっては、シンバルを一回叩いて終わり、なんてこともありますからね。


  猫沢：あと、金属楽器って叩くたび、倍音の出方が変わるんですよね。それを少しでも同じ倍音を出せるよう、山に向かって楽器を叩いて、そのこだまを聞きながら、何度も何度も練習するんです。


  津田：それは自分と向き合わないとできないですよね。


  猫沢：完全に自分としか向き合ってないですからね。一心不乱に、ジャーン、ジャーンって。


  津田：しかも、その努力に気づいてくれる人が、周りにどれだけいるのかという……。


  猫沢：本当ですね。倍音の練習が終わったら、次はスティックコントロールの練習です。あれも音楽というよりは、スポーツのトレーニングに近いんですよね。メトロノームを60度からスタートして、5度ずつ上げていきながら、ピッチに合わせて叩き続ける。そうやって神経や筋肉を鍛えるんです。


  津田：以前、プロのミュージシャンから「ドラマーだけは運動神経に長けている人を起用したほうがいい」と聞いたことがあります。他の楽器はセンスが大事だけど、ドラムはそれ以上に、身体能力が重要になってくるから。


  猫沢：一理あるかもしれないですね。私も運動は得意なほうでした。


  津田：最初のころはパーカッションをやるのが不服だったわけじゃないですか。でも中学校の3年間で、その面白さに目覚めたと。


  猫沢：そうなんですよ。中学3年の時、県の代表になって東北大会に出場したんです。そこまで勝ち進むと、吹奏楽の専門誌に各学校の音楽評が掲載されるんですね。そこで審査員を務めたNHK交響楽団・首席ティンパニ奏者の百瀬和紀さんという方が、私のことを名指しで褒めてくれたんですよ。「パーカッションでいい子がいる」って。それを読んですっかり舞い上がっちゃって。吹奏楽部の先生にすすめられたこともあって、パーカッションに転向し、禅の修行みたいなことに黙々と取り組んでいきました。


  津田：その時はもう、ヴァイオリンは諦めてしまったんですか？


  猫沢：そうですね。今でも趣味レベルでならたまに弾いたりしますけど。


  津田：中学3年生のころには、完全にパーカッションに移行したわけですね。高校ではどうされたんですか？


  猫沢：高校は音大の付属校を諦めて、普通の公立高校に通いました。ヴァイオリンで準備していたけど、パーカッションに転向してしまったので。そもそも、音高に入るために中学から再び始めたソルフェージュが、受験をするまでとうてい間に合わなかったんです。


  津田：転向後、一年くらい必死にがんばれば入れるとか、そんな甘いものじゃないんですね。


  猫沢：間に合わないですね。入試では「聴音」というソルフェージュのテストがあって、ピアノの和音をいっぺんに4つ弾いたものを8小節聴いて、その楽譜を書き起こしたりするんですよ。音大を志願するような人なら、そういう耳の訓練を3、4歳くらいからみんな始めています。当時、ソルフェージュの先生からは、「もう絶対に間に合わないから、音大受験はやめなさい」とまで言われました。そのぐらい私は遅かった。絶対に無理だと思っていた私が音大に入った時、その先生は非常にびっくりしていましたね。


  津田：高校では何をやっていたんですか？


  猫沢：私が通っていたのは白河にある県立の女子高で、2年生時に進路別のクラスに分かれたんですね。計10クラスあるうちの一つが美大・音大系に行く人向けの特別クラスで、私はそこに進んだんです。数学・理科はまったくやらなくてよくて、一週間のうちに4時間もソルフェージュの時間があったりする。公立だけど、自由で面白い学校でした。


  津田：校則はゆるかったんですか？


  猫沢：いちおうありましたが、当時は先生もくだけてましたね。ある時の社会の授業では、先生が「自分が生徒になるから、おまえら授業をやれ」って。班ごとに持ち回りで「先生」をするんですけど、面白くて興味が持てる授業だったら、何をやってもOKなんです。私たちの班では授業を始める前に、ポール・モーリアの「オリーブの首飾り」を「ちゃらららららーん♪」ってかけて、教室を盛り上げました（笑）。そういう工夫で点数が加算されるんです。


  津田：いいですね〜。僕もそれ、大学の授業でやろうっと（笑）。音楽活動の面ではどうでしたか？


  猫沢：そのくらいの年ごろになると、普通バンドとかやりたがるじゃないですか。でも私は音大一直線だったので、学校が終わったらソルフェージュ、ピアノ、歌、パーカッションと、受験に向けた勉強に一日8時間くらい費やしてました。土日もレッスンに明け暮れて。


  津田：それだと青春的なものはなかった感じですか？


  猫沢：男子とのかかわりはなかったです。デートも交際もしなかった。それよりも、クラスに面白い子が多かったですね。田舎には東京からの情報も入ってこないから、流行るものもおかしくて。なぜかうちのクラスでは、コサックダンスがブームになってました（笑）。休み時間になると机やイスをどけて、タタタってみんなで踊るんです。あとは校内のイベントが、やたらと多かったですね。合唱大会や仮装パーティーが毎月なにかしらあって、「ここは本当に進学校なのか？」というくらい、行事の準備で忙しかったです。


  津田：中学から高校にかけて、プライベートではどんな音楽をよく聴いていましたか？


  猫沢：ロックとか、同世代が好みそうな音楽はほとんど聴いてなかったです。ポップスでいうと、家でかかるのは殿様キングスでしたけど（笑）、中学真ん中ぐらいの時は山下達郎さんとか、大滝詠一さんが主宰しているナイアガラ・レーベルの作品をよく聴いていました。それ以外、聴くのはクラシックが主で、ブラームス、ベートーヴェン、交響楽がとにかく好きで。大音量でレコードをかけて、スピーカーにかじりついて、どの楽器がどこに配置されているか聴き分けたりしてました。打楽器を始めてからは、現代音楽に目覚めました。クセナキスとか、ジョン・ケージとか。周りにはいわゆるポピュラー音楽のファンがいなかったし、当時の自分にとってはアカデミックな音楽が自然な存在でしたね。


  津田：それも特殊な環境ですよね。


  猫沢：私と同じ年に音大の打楽器科を受けた人って、東北では仙台にもう一人しかいなかったんですよ。ある意味「プロゴルファー猿」状態ですよね。独り自分と向き合って、木を削ってクラブをつくるそんなストイックな環境だったんです。


  津田：高校時代はとにかくレッスンに明け暮れて、それで音大を受験したと。


  猫沢：合格した洗足学園大学 [*3] は、実をいえば第二志望でした。でも打楽器専攻科の環境がとてもすばらしくて、今となってはここに入学できてよかったと思っています。


  津田：音大に入学して、音楽漬けの世界に入ってみてどうでしたか？


  猫沢：音大生が主人公のマンガ『のだめカンタービレ』に出てくる主人公の


  「のだめちゃん」って、ちょっと社会性のないキャラに描かれてますよね。あれは誇張じゃないと思うんですよ。大学で出会った人たちは、先生も生徒もユニークな変わり者たちが目白押しでした。個性はすごいけど、外の世界から浮いている感じですね。


  宍戸：猫沢さんは洞察力がすごいから、いろんな人の個性を見抜けるのかもしれないですよね。エミさんが書かれた本を読んでいると、「こんな人が現実にいるの？」と言いたくなるくらい、おかしな人物が登場しますし。[*4]


  猫沢：そういう人たちと不思議と縁があるんです。今までの人生を振り返ると、変わった人と巡り会うチャンスは、すごく多かったですね。


  宍戸：アンテナも敏感だし、包容力もあるんだと思う。普通の人だったら、そういう個性的な人に会っても見て見ぬフリをして、スルーするんだろうけど。


  津田：苦手な人っています？ 「この人は付き合いづらいなー」みたいな。


  猫沢：素を出さない人ですね。「よろいを被っている」というか、心に壁がある人。でも話しているうちに、心の壁をカーテンみたいに開けて、中に踏み込めたりすることもあるし。


  宍戸：猫沢さんから見て、津田さんはどうですか？


  猫沢：津田さんは、とてもかわいらしい方ですよね。


  津田：僕は裏オモテとか、そういうのがなんにもない人間ですからね（笑）。


  猫沢：私が動いている津田さんを初めて見たのは、池上彰さんが出演したUst番組を通してなんです。[*5] ふだんのツイートと動いて話をするご本人のイメージが同じだったので、好感を持てたんですよ。


  津田：ありがとうございます。さっきルンルンが猫沢さんを「おっさんですよね」と表現していたのは、そういう観察力のことなのかなと。


  宍戸：女の子の書く文章って、どこかふんわりしていますよね。詩みたいに、抽象的なイメージで伝えるというか。だけど猫沢さんの文章は、何て言うんだろう……男らしいんですよ。人物描写もそう。本当に細かく観察していると思う。


  猫沢：好きな女性の作家さんって限られるんですよね。随筆家の幸田文さんみたいに、きっぷのいいキリッとした文章が好みです。女性のほうが物の見方が感情に溺れやすいじゃないですか。それが抒情性を生み出したりするんだろうけど、ベタベタした文章は苦手ですね。文章を読みこんでいく中で、そういうところがチラリと見え隠れするぐらいのバランスがセクシーだと思ってます。自分や他人に対しての見方も、まずは感情を少し横に置いておくほうが好きです。


  津田：今はパリの情報を発信する「BONZOUR JAPON」というフリーマガジンの編集長もされていますよね。[*6] あの雑誌に携わることになったきっかけは？


  猫沢：「BONZOUR JAPON」は私自身が立ちあげた雑誌ではないんです。パリでは「OVNI」をはじめとする在仏日本人のための雑誌や新聞がいろいろあって、「BONZOUR JAPON」もその流れで1997年に創刊されました。その日本版を立ち上げることが決まった時、私はちょうどパリに住んでいて、発行人のゴトウヒロシさんから編集長の誘いを受けて……。「そんなのやったことないのに、このおっさん何言ってるんだろう」と最初は思いましたね（笑）。


  津田：今も東京とフランスを行き来する生活をされているんですよね。初めてフランスへ行ったのはいつですか？


  猫沢：確か20歳ぐらいのころでしたね。お小遣い貯めて行きました。


  津田：僕も何となく掴めてきたけど、猫沢さんって男らしいじゃないですか


  （笑）。あまりアンニュイな理由でフランスを選んだわけではないんでしょうね。


  猫沢：はい、オリーブ少女だったわけでもないし、フランス映画の主人公に恋をしてとか、そういうのとも全然関係ないんですよ。私が音楽を勉強していたころ、現代音楽のパーカッションに関してはフランスが本場だったんですよ。ほかも、自分が好きなものを紐解いていくと、「フランス」に行き着くことが多かったんです。男と女の問題を内包しつつガンガンいくような、フランス映画の不条理な世界が好きだったりして。


  津田：ちょっと話を戻していいですか？ パーカッションを大学で学んでから音楽のプロになるまで、どういう過程をたどったんでしょう？


  猫沢：パーカッションは本当に面白かったんですよ。だけどあれは、やっている本人が一番楽しいんだと思うんです。現代音楽の打楽器のコンサートに行っても、どこで始まってどこで終わったのか、観客にはわからない曲がいっぱいある。いわば音楽とパフォーマンスと哲学と数学のせめぎ合いで、演奏中、自分の脳の中で遊んでいるのが楽しいというか。でもある日、コンサートでひと通り演奏し終えたあと、客席からのまばらな拍手で「あれ？」となっちゃったんです。自分のやっていることの世間への伝わらなさ加減に、愕然としちゃって（笑）。


  津田：それはいつごろのことですか？


  猫沢：一番ピークで悩んでいたのは21歳、大学3年生の時でしたね。「もっと真剣に社会と交わりたい」と思い始めたんです。


  津田：それまでは交われていなかった？


  猫沢：いや、それまでもいちおう、交われているつもりだったんですよ。合コンにもきちんと行ってたし（笑）。ただ、そこでも浮いちゃうんですよね。普通の女子大生だったら、そういう場で「イヤ〜ン」ってかわいく振る舞えるじゃないですか。私はそれができなくて。


  津田：普通の女子大生は「イヤ〜ン」なんて言いませんよ！ 発想が完全におっさんです！（笑）


  猫沢：私はそういう席で一発芸とか始めちゃうんです。すると笑いは取れるけど、コアなマニアックボーイズしか寄ってこない（笑）。


  津田：合コンを通じて社会と向き合っていたつもりだけど、それもかりそめでしかなかった。


  猫沢：そうそう。こんなの向き合っているうちに入らない、と。それでテレビのニュースを観て、真剣に考え込んでしまったんですよ。「アフリカには飢えた子どもがあんなにいるのに、私はこんなワケのわからない音楽をやっていていいものか」と……。


  津田：う〜ん、発想が飛躍しがちというか（笑）。


  猫沢：その時、「社会のコマになろう、ちゃんと働いてお給料をもらって税金も払おう」と決心しました。それで突然、就職活動を始めたんですよ。


  津田：猫沢さんは決断してから行動に移すまでが早いタイプなんですね。事前に誰かと相談するんですか？


  猫沢：しないです。いつも突発的ですね。最近は大人になったので、たまには人に相談もしますけど、若いうちは思い立ったら即行動でした。


  津田：就職活動ではどこの入社試験を受けたんですか？


  猫沢：言ってもいいのかな？ もう時効ですよね。文章仕事をやりたくて、出版社を15社ぐらい受けました。あとはテレビ局ですね。フジテレビの大道具係。その時の話が面白いんですよ。


  津田：何があったんですか？


  猫沢：「今年のフジテレビの新卒入社試験は、“一人一芸”らしい」。そんな噂を聞いて、思わず電話で問い合わせてみたんです。そして電話口に出た受付の女性に、「芸というのは、たとえば『鼻にわりばしを突っ込んで踊る』とか、そういう解釈でいいんですか？」と訊いたら、「あ、もちろんですー」とかかわいらしい声でおっしゃるんですよ。「それなら私でもいけるだろう、私の芸といったらスティックコントロールしかない」そう思って、スーツケースの中にスネアドラムを詰めて、試験会場に向かいました。ピタピタのサマードレスを着て、往年のオノヨーコみたいなロングヘアーで、サンダルを履いて。芸達者な人間がわんさか集結するんだったら、スーツなんて着ている人はいないだろうと思ったんです。けど、当時曙橋にあったフジテレビにそんな身なりで乗り込んだら、受付の方がびっくり仰天するわけですよ。


  津田：「ヒッピーみたいなのが来たぞ！」と（笑）。


  猫沢：そうなんですよ！「な、何かご用で？」と露骨にとまどっていましたね。「そのスーツケースの中には着替えが入っているんですか？」と訊かれて、


  「いや、これは楽器です」って。そんなやりとりのあとに待合室のドアを開けたら、当たり前のようにスーツを着込んだ人たちがズラーッと何百人も座っていて、バッと後ろを振り返ったんです。その瞬間、「うわ、社会に騙された！」と……。


  津田：「騙された」って、猫沢さんが勝手に勘違いしただけじゃないですか！（笑）


  猫沢：実は私と同じようなお馬鹿さんが、ほかに2人いたんですよ。われわれ3人は、同じチームにされました（笑）。一人はアメリカ人で、タンクトップ姿でボールをドリブルしているんです。「僕はダンクシュートが得意だから」って。さらにもう一人は「クイズ王です」って言うんですよ。そう聞くと、どうやって試験で「クイズ王」をアピールするか、気になるじゃないですか。それで訊いてみたら、「見てくださいよ」って得意気にウォークマンを取り出したんです。で、テープを再生して、そこに吹き込まれてるクイズに彼が答えていくという。


  津田：自分で問題を用意してるんだから、答えられるに決まってるじゃん！ っていうね（笑）。


  猫沢：そのお馬鹿さんチームで、太鼓を叩いたりボールをドリブルしたりクイズに答えたりしてたら、関係ない社員の人にまで「うるさい！ 仕事にならん！」と怒られて……。正々堂々とがんばったのに、結局みんな落とされちゃいました。私は「自分は受かるだろう」と大真面目に信じていて、通知の電話が来る日に、ずっと正座して待ってたんですけど……。まあ、いろいろ入社試験を受けた中でも、一番最後だったので、すごくすっきりした気持ちにはなりましたね。


  津田：つまりマスコミをいろいろ受けた結果、全滅してしまったと。


  猫沢：はい。作文やディベートではいい線までいったけど、最終的には落とされました。


  津田：僕も大学4年の時、就職活動で出版社をたくさん受けたけど、全部落ちました。筆記試験まではだいたい全部通過するんですよ。確か2、30社ぐらい受けて、筆記で落とされたのは、宝島社だけ。いいところまで残った会社もすごく多かったんですけど、最終的には面接で落とされました。当時は人間性を否定されたようで、すごく落ち込みましたね。


  猫沢：就職活動の最中って、ほかの大学生と交流するじゃないですか。そういう時、「大学で何をやってるの？」と訊かれると、「私、現代音楽の打楽器やってるの」なんて照れながら答えていたんです。そうしたら「そういうことは一日二日でできるようになるわけじゃないし、すごいことなんだから、これからも続けたほうがいいよ」とすすめてくれた人がいて。その時初めて、自分が子どものころから頑張ってきたことを客観的に見ることができましたね。これも「財産」と言えるんだ、って。もしかしたらその人は、テキトーなことを言って就活の敵を減らそうとしていただけかもしれないけど（笑）。そんなことがあって、「ミュージシャンとして生きて行こう」と決めました。


  津田：何かに一度真剣に取り組んでみることによって、開き直れる部分もありますしね。


  猫沢：そうですね。言うなれば、この時は命懸けで逃げてましたから。「どこかカスったら就職しようかな〜」なんていう軽い気持ちじゃなくて、泣きそうになるまで筆記試験の勉強をして。今まで自分がいた世界から本気で逃げたかったし、新しい世界に行くためにがむしゃらに努力もした。だからこそ、全部ダメだった時、一つの悔いも残さず元の世界に戻れたんだと思います。


  津田：大学3年生で就職活動に挫折して、4年になった時に「ミュージシャンで行こう」と決心したわけですよね。仕事はどうやって作っていったんですか？


  猫沢：私はお能のファンでもあったんですね。当時は、その世界で革新的な試みをなさっていた観世栄夫先生という能楽師の追っかけをしていて、よく三崎口の漁火能なんかに行っていました。ある時、帰りの電車で偶然先生にお会いして、サインをお願いしたら、「あなた、お若いのに珍しい」なんて言われて（笑）。その1か月後、私の師匠のところに観世先生から依頼がきたんです。能舞台で「マクベス」をするツアーを演出することになった、音楽をやってもらえないか、と。その時、私が抜擢されて、ツアーに参加することになりました。


  津田：能と現代音楽には通じるところがありますしね。猫沢さんが観世先生の追っかけをやっていたことも、依頼が来るきっかけになったのでしょうか？


  猫沢：「マクベス」の稽古の時、私のことを覚えているか、観世先生に訊いてみたんです。そうしたら覚えていてくださったけど、「自分が口添えしたわけではありません、これは縁ですね」とおっしゃっていました。あくまで偶然だったと。だから面白いなって。このころは、そんな感じでクラシックの仕事が多かったですね。


  津田：猫沢さんは大学で学んだ打楽器のキャリアを活かして、まず「プレイヤー」としてプロになったわけですよね。そして、のちに歌手になった。そこには、どういういきさつがあったんですか？


  猫沢：ここからまた、話が長くなるんですよ（笑）。音楽をやっている人の中には、卒業後もお金を出してもらって活動を続ける人が多いけど、私の家は裕福ではないから、そうするわけにもいかない。それで、社員は社長と私の2人という横浜の小さい音楽製作会社に就職しました。平日は日中仕事して、夜はヴィブラフォンの練習。土日は卒業後に始めたジャズのレッスンに通うそんな生活でしたね。そのころ、アニメの世界では有名な石原慎一さんという歌手がツアーをやることになって、女性のパーカッショニストを探していたんです。今でこそ増えたけど、当時は女性のパーカッショニストって業界に5人くらいしかいなかったそうなんですよ。しかもみんな売れっ子で、それぞれのツアーをやっているから、石原さんのツアーには参加できない。そんな事情があって、話が私に回ってきたんです。「音大を出た子なら、コーラスもできるし太鼓も叩けるだろう」と。「私は現代音楽しかやったことないけど、いいのかな」って思いましたね。


  津田：ポップスの仕事は、まったくやってこなかったわけですもんね。


  猫沢：歌に関しては、基礎教養として声楽やカンツォーネを学んでましたけど、PAさんに演奏の音をマイクで拾ってもらった経験は、生まれてこのかたなかったです。ポップスを歌ったり、ロックを演奏したりという経験もなかったし。でも採用されたので、見よう見まねでツアーに入りました。最初のライブ会場は、日本青年館でしたね。


  津田：日本青年館！ 初めてでいきなりそれって……！


  猫沢：で、「モニター」ってあるじゃないですか。ステージ上のミュージシャンが、自分の演奏する音を返して聴くためのスピーカー。「転がし」なんて呼ばれたりもしますよね。ステージに上がったら当然、自分の前にもモニターがあったんです。でも、私は何も知らなかったから、「このスピーカー、なんでこっちを向いているんだろう？ PAさんが間違えたのかな」と思って、お客さんのほうに向けちゃったんです。それでサウンドチェックに入ったら、スピーカーからは自分の音が聞こえないじゃないですか。だけど現代音楽やクラシックでは、お互いの生音を聴いて、音の強さも自分たちで調整するのが当たり前だから、気にならなかったんです。


  津田：なるほど。


  猫沢：だから、ギターの人に「パーカッション下げてください！」と言われて、すごくちっちゃい音で叩いちゃったんですよ。そしたらPAさんに「何やってるのー！」と怒られて、そこで初めて、みんながモニターの向きに気づいた（笑）。その時、私のほうへ駆け寄ってきたPAさんに、こう言われたんですよ。「俺、今まで長いことPAやってるけど、この業界でモニターを外に向けちゃったのは、きみと北島サブちゃんだけだよ」って（笑）。ちなみに、北島三郎さんがそうしたのは、「俺に聴かせる音があるなら、それもお客様に聴かせてあげてほしい」という考えからだそうです。


  宍戸：優しさなんだ（笑）。


  津田：発想がまったく違う。サブちゃんすごい！（笑）


  猫沢：私の場合はそういうトンチンカンもあったせいか、周りのミュージシャンの方々には、かわいがってもらえましたね。そうしてツアーの過程でステージを見てくださった方に、違う仕事に誘ってもらったりして、少しずついろんな方とつながりができていきました。そのころ、私、交通事故に遭ったんですよ。


  津田：え、猫沢さんが？


  猫沢：はい。当時、ダンスの振付師の方に「パーカッションの生演奏とダンスをコラボレーションさせた自主公演をやりませんか」と声をかけてもらっていたんですね。そのリハーサルに入る直前のことでした。


  津田：具体的には、どんな事故？


  猫沢：友だちと会った帰り道、タクシーを拾って、一緒に乗り込んだんですね。そうしたらいきなり、赤信号を無視した車が、交差点の向こうから突っ込んできたんです。そしたら車がコマ送りでやってきて、「あ！」ってなって、走馬灯のように頭の中をいろんなことが駆け巡って……そこから先は記憶がありません。聞いたところによると、タクシーの車体が2つに割れて、商店街にダーン！ って突っ込んじゃったみたいです。私は上半身を車体に挟まれ、ブラーンとなってたところを助けられた、と後から聞きました。


  宍戸：よく生きてましたね……。


  猫沢：本当ですよ。それで1年ぐらい、右半身不随になったんです。


  津田：どこを痛めたんですか？


  猫沢：横に乗っていた友だちがクッションの役割を果たしてくれたおかげで、幸い目立つケガはなかったんですね。ただ、首の頸椎をかなりひねりました。医者には「もし神経が切断されていたら、そのまま右半身が動かなくなるから覚悟しろ」と宣告されたくらいです。でも検査をしたら、かろうじてつながっていて、「これならがんばれば、元に戻る可能性がある」と。それできちんとリハビリをして、ほかの人よりもずいぶん早く回復していきました。24歳の時のことです。


  津田：ただ、リハビリが終わったとしても、すぐに音楽活動に復帰するのは無理ですよね。


  猫沢：はい、パーカッションを叩くのは、さすがにまだ無理だな、って。事故前にお話をいただいた仕事もあったので、事情を話して相談したんですよ。そうしたら、「困ったな〜。エミちゃんが叩く時間もプログラムに入れちゃってるし、5分、10分だけでも何かやってもらえないかな」って頼まれて、「それなら歌でも歌ってお茶を濁しますか」と。それで、当時習いかけだったフランス語でラテンジャズみたいな詞を書いて、自分で曲を作り、打ち込みのできる友だちにトラックを頼みました。作曲経験もまったくなかったんですけどね。準備はできた、これでへそを出して歌って踊ればいいだろう（笑）そんな軽い気持ちでライブをやったら、後に所属することになる事務所と「ロボット」というCM制作会社 [*7] の音楽制作チームから、次の日、電話がかかってきたんです。「デビューしませんか」って。


  津田：余興でやった初めての曲で、その反応はすごいですね。結局、本当にへそは出したんですか？


  猫沢：出してましたね〜（笑）。私が作った曲については、誰かのカヴァーだと思われたみたいです。言葉も日本語じゃなかったし。そうして声をかけていただいて、お話を伺いにいったら、「ほかの曲も聴かせてほしい」と言われて。「1週間前に即席で作ったので、ほかにないんです、ご期待にそえずすみません」と事情を伝えたら驚かれ、「それならもっと曲を書いてみないか」とすすめられました。当時は事故の慰謝料をもらってリハビリしながら、ひたすら作曲していましたね。それから1年後、1996年に日本コロムビアからデビューが決まったので、タイミングもよかったのかなと今は思います。


  津田：打楽器っていうのは、演奏のボトムを支えるものですよね。そこから離れ、歌手としてフロントに立ってみて、どうでした？


  猫沢：居心地が悪かったですね。「歌手になりたい」という強いモチベーションがあったわけでもないですし。周りの人は私の歌声を「面白い」と言ってくれるけど、自分では価値が見いだせてなかったです。「CUTiE」をはじめとするいろんな雑誌に出ていた時は、イメージだけが独り歩きしていった感じ。


  「カワイイ路線」は若いころしかできないから、よかったかなとも思うけど、もともと中身はおっさんキャラですからね。


  津田：実際のキャラと周囲の抱くイメージに、開きができてしまった……。


  猫沢：「人に見られる」「被写体になる」ということについて、何もわかってなかったです。アーティストとしての自我ができる前に世に出てしまったから、戸惑いもかなりありました。自分はずっとアカデミックにやってきて、音楽に対する価値観は変わらないのに、メジャーデビューしたことによって、周囲の目は急に音楽じゃないほうに行ってしまった。雑誌に出ているからどうこうと言われても、自分はそこにはまったく興味がないし……そういうジレンマがありましたね。


  宍戸：いや、雑誌の中でも変なオーラは醸し出していましたよ。「この人、何なんだ？」って。とても気になる存在でした。


  猫沢：あのころの写真を見ると、なんか暗い目をしていますよね（笑）。当時はすごく閉じてたし、今みたいにしゃべれなかったですよ。


  津田：音楽雑誌のインタビューでは、思ったことは話せなかった？


  猫沢：割と本音は言ってます。だけど、自分自身がまだ固まっていなかったから、今読み返すと痛々しいところもありますね。それに、私の音楽を聴きこんだうえで取材してくれるライターさんって、数えるほどしかいなかったんですよ。「ごめんなさい、時間なくて聴けてないんです」と最初に宣言してからインタビューする方もいたくらいですからね。


  津田：ほんと、音楽ライターってまともな人もたくさんいますけど、ひどいライターのひどさが信じられないレベルだったりしますからね……。ただ、歌手としてデビューしたことによって、新たな出会いも増えたんじゃないですか？


  猫沢：そうですね。小西康陽さんをはじめ、渋谷系界隈でプロデュースもしている方たちは、早くから私に目をつけて面白がってくれました。その縁で、ピチカート・ファイヴのライブではパーカッションを担当していました。当時を振り返ると、演奏力というより、「舞台に立つミュージシャン」としてのキャラクター性に興味をもってもらえたんだと思います。


  津田：その後は事務所やレコード会社も辞めて、2000年に独立されますよね。その決断をしたのはいつごろなんでしょう？


  猫沢：30歳のころですね。26歳でデビューして、アルバムもいろいろ作ったけど、「このままでは飼い殺しになる」とはっきりわかったので。とはいえ、売れてもいないのに独立する人なんて、当時は誰もいなかったんですよ。それで、いろんなミュージシャンの友だちに相談しました。


  津田：その時は相談したんですね。


  猫沢：相当悩みましたからね。「私には社会性もないし、これからどうやって生活していけばいいんだろう」って。「味方が誰一人いない」と思ってました。誰かに相談すると、だいたいは「どこか事務所に入ったほうがいい」とすすめてくるんです。けど、それではまた同じことの繰り返しになるような気がして。「自分を偽ってまでアーティストを名乗り続けるくらいなら、全然違うことをやろう」と思っていました。そんなふうに考えていたら、小西康陽さんが声をかけてくださったり、映画評みたいな文章の仕事も始まったりして、仕事がつながっていきました。いろんな人の助けがあって、今のように独立できた感じですね。


  津田：独立されてからは、仕事のマネージメントなどもご自分でなさっているんですか？


  猫沢：そうですね。全部自分でやるようになって、それまでの自分がどれだけボケナスだったのか、初めて思い知りました。逆に言えば、どれだけ周囲が一所懸命、私のことを考えていてくれたか。マネージャーが私のワガママな発言のせいで裏で泣いていたり、一つの仕事をとるために必死でお金の交渉を進めてくれてたり……。そういうことが、やっとわかるようになったんです。ここからがまた、すべてのスタートでしたね。


  津田：ついに本当の意味で大人になって、「社会と交わる」という念願も果たせたわけですね。


  猫沢：そうですね。ずいぶんと手痛い交わり方でしたけど。


  津田：日本コロムビアを離れて独立した後は、具体的にどういう活動をされているんですか？


  猫沢：今はもうなくなったクアトロ・レーベルに移籍して、カヒミ・カリィちゃんのプロデュースをやっていたモーマスとアルバムを作ったり、ソロ作を出したりしました。そのあとはパリに渡ってしばらく住んで、最近、日本に戻ってきてからは、ぼちぼち自主制作盤を出したりしています。


  津田：事故に遭った結果、歌手デビューし、その後独立する……ずいぶん大変な思いをされたんじゃないかと。「回り道した」という感覚はありますか？


  猫沢：全然ないですね。そもそも歌手になるつもりはなかったし、事故がなければこんなふうになってなかったかもしれないですし。そういえば、事故については、不思議なエピソードがあるんですよ。話は大学時代、19歳だったころに戻ります。よく街に、手相占いの人がいるじゃないですか。当時、自分の調子が悪かったのもあって、一度そういう占い師さんに手相を観てもらったことがあるんです。そうしたら、「うわ、すごく恐ろしい手相をしている！」と驚かれて……。


  津田：「恐ろしい手相」っていうのもすごいな（笑）。


  猫沢：そう言われると、何がそんなに恐ろしいのか、気になるじゃないですか。でも教えてもらえない。「僕の口からは言えない、僕にはどうにもできないものを持っているから。僕の師匠に観てもらったほうがいい」と忠告され、彼の師匠の名刺を渡されたんですよ。でも「もしかしたら宗教の勧誘かもしれないし」と思って、その時はあまり気にしませんでした。それから1年近く経って、たまたま同じところを通りかかると、その時の占い師さんがいたんですね。近づいて声をかけたら、「うわ、すごい手相の子だ！」ってまた驚かれてあれにはさすがにゾッとしましたね。で、また手相を観てもらって「師匠のところに行きました？」と訊かれたので、「行ってません」と答えたら、「ダメだ変わってない、もう間に合わないかもしれない……」なんて言われてしまって。


  宍戸：マンガみたい（笑）。


  猫沢：いや本当、それこそマンガみたいに、顔に縦線がザーッて入りましたよ！


  津田：はははは！（笑）


  猫沢：その占い師さんはすごく心配してくれて、帰り際、今度は自分の名刺も渡してくれました。「仁」さんというお名前でした。どんよりした気持ちのまま、原宿駅で帰りのきっぷを買ったら、出てきたお釣りの10円玉の1枚に、文字が書いてあったんです。「仁」って。


  宍戸・津田：……！


  猫沢：そもそも、10円玉に文字が書かれていることなんて、普通ないじゃないですか。この恐ろしいシンクロニシティーはなんなんだ、と。何かすごく大きな存在に自分を試されている気がして、手のひらに10円玉と名刺を載せたまま、身震いしましたね。その時、思ったんです。ここで占い師さんのお師匠さんのところに行けば、自分は救われるのかもしれない。ただその代わり、一生誰かにすがって生きる人生になるんじゃないかという気がしたんですよ。


  津田：それで、どうしたんですか？


  猫沢：結局、こんなものはさっさと手放してしまえと思って、その「仁」と書いてある10円玉でガムを買いました（笑）。「よし、これで大丈夫！」って思いましたね。


  宍戸：カッコいい！（笑）


  猫沢：もちろん、そうしてしまったことで、今後危険な目に遭うんじゃないかという不安も、心のどこかにありましたよ。実際、交通事故に遭ったわけですけど。さっき走馬灯の話をしましたよね。頭の中でいろいろ巡り巡った一番最後、あの「仁」さんが出てきて言ったんです。「だから間に合わないって言っただろ！」って。でも次の日、病院で目覚めて、まだ生きているということがわかった。その時は「勝った……！」って思いましたね。


  津田：その後、仁さんには会いました？


  猫沢：会いに行ってないし、今となってはどうしているかもわからないですね。そこから一切、占いというものをしなくなりました。もちろんテレビの占いくらいなら気楽に受け止めるし、そういう世界を否定するつもりも全然ないです。当たる人は本当に当たるんだろうけど自分はやらない、そういう世界を一切のぞかないでおこうと。


  宍戸：「事故」といえば、エミさんのアルバムで、ギブスをしているマネキンがジャケットのものがありましたよね？


  猫沢：サード・アルバムの『BROKEN SEWING MACHINE』[*8] ですね。信藤三雄さんのデザインです。あれは昔の交通事故を気にしているわけじゃなくて、東ヨーロッパの映画に出てきそうな、「半分人形で半分人間」みたいなイメージでやりたかったんです。


  津田：猫沢さんは一時期、アフロヘアーにしていた記憶が……。


  猫沢：そうですね。今も基本的にはアフロです。髪がちょっと伸びてしまってますけど。


  宍戸：私は1997年に『深夜徘徊』[*9] というCDを出した時、アフロで大きい髪をしてたんですよ。その時に人から「宍戸さんと似てる人がいるよ」って紹介してもらって、それで初めて猫沢さんを認識したんです。


  猫沢：そうだったんだ！


  津田：じゃあ、2人で「アフロズ」みたいなユニットを組んだらどうですか？


  宍戸：やろっか（笑）。


  猫沢：いや〜、私がこんなかわいい子の横にいたら申し訳ないですよ（笑）。


  津田：まだまだお話は尽きないわけですけど、そろそろライブにいきましょうか。猫沢さん、今日は面白いお話をありがとうございました。


  



  ・Emi NECOZAWA & Sphinx『Pyramidia』-「Syncopation」PV


  http://ensphinx.blog.fc2.com/blog-category-5.html


  ・[Amazonで購入]


  →『Pyramidia』Emi NECOZAWA & Sphinx


  http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/B006ZY2A0S /xtcbz-22


  ・2012年4月14日（土）19:00〜 サラヴァ東京＠渋谷にてEmi NECOZAWA & Sphinx-Syncopation　レコ発記念ライブ


  http://ensphinx.blog.fc2.com/blog-entry-36.html


  



  [*1] 「OIL in Life」公式サイト


  http://www.o-i-l.jp/


  猫沢エミさん出演回のUstアーカイブ


  http://www.ustream.tv/recorded/14547235


  [*2] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4860670965/xtcbz-22


  [*3] 洗足学園大学は2003年、洗足学園音楽大学と改称している。


  http://www.senzoku.ac.jp/music/


  [*4] 宍戸さんによると、『パリ季記』（天然生活ブックス）だけでなく、『Weekend a Paris』（白夜書房）『パリ通信』（主婦の友社）にもおかしな人物が登場するとのこと。


  [*5] http://www.ustream.tv/recorded/10468341


  [*6] http://www.bonzour.jp/


  [*7] http://www.robot.co.jp/


  [*8] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/B00005EMRE/xtcbz-22


  [*9] http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/B000064C82/xtcbz-22


  



  ▼猫沢エミ（ねこざわ・えみ）


  ミュージシャン、エッセイスト。1970年福島県白河市生まれ。洗足学園大学打楽器専攻科を卒業。パーカッショニストとして、クラシックからポップスまで幅広く活躍。1996年にシングル「あたしだけじゃダメかな」で、日本コロムビアのトライアド・レーベルよりメジャーデビュー。2002年よりパリ在住。音楽活動のほか、映画解説、文筆業など幅広い分野で活動中。2007年よりフランスに特化したフリーマガジン「BONZOUR JAPON」編集長。パリのグラフィティーチーム「MAC-graffiti」のメンバーとしても活動している。著書に『パリ季記』（地球丸）『Week-end a Paris』（白夜書房）『パリ通信』（主婦の友社）など。2012年3月にEmi NECOZAWA & Sphinxとしては初のアルバム『Pyramidia』をリリース。


  ・猫沢エミ公式ブログ


  http://necozawa.seesaa.net/


  ・Emi NECOZAWA & Sphinx official ブログ


  http://ensphinx.blog.fc2.com/


  メディア・イベント出演、掲載予定〔4月5日〜4月29日〕

  


  この先のメディア・イベント出演、掲載予定です。★は今号から掲載された新規情報です。〔毎号配信〕

  


  ===新刊===


  ■動員の革命ソーシャルメディアは何を変えたのか（中央公論新社）


  Twitterでも告知しましたが、今年2冊目の新刊です。4/7発売。『Twitter社会論』（洋泉社）以降のソーシャルメディアをめぐる社会的状況や影響力の変遷をまとめました。モーリー・ロバートソンさん、宇川直宏さん、家入一真さんとの対談も収録！ 自信作ですのでぜひお買い求めください！


  [Amazonで購入]


  →http://www.amazon.co.jp/dp/4121504151/xtcbz-22


  ■情報の呼吸法（アイデアインク）（朝日出版社）


  1月10日に発売された2年ぶりの単著『情報の呼吸法』。メディア論的でもあり、ノウハウ本的でもあり、自伝的でもあるという変な本になりました。987円とお求めやすい価格なので興味ある方はぜひ。好評発売中です！


  [Amazonで購入]


  →http://www.amazon.co.jp/exec/obidos/ASIN/4255006210/xtcbz-22


  



  ===レギュラー出演===


  【Radio】


  ■J-WAVE「JAM THE WORLD」


  放送：毎週火曜日 20:00〜22:00


  URL：http://www.j-wave.co.jp/original/jamtheworld/


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/jwave813fm


  ※電波が届かない地域の方も、radiko（関東のみ）やUstreamで聴くことができます。Ustreamでの視聴は著作権の関係上、本放送とは違う音楽が流れます。


  【TV】


  ■NHK総合「NEWS WEB 24」


  放送：毎週水曜日 24:00〜24:25


  URL：http://www3.nhk.or.jp/news/web24/


  【TV】


  ■TOKYO MX「ゴールデンアワー」


  放送：毎週木曜日 21:00〜22:00


  URL：http://www.mxtv.co.jp/gold/goldmx


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/goldenhourmx


  ※電波が届かない地域の方も、Ustreamで見ることができます。


  



  ===雑誌連載===


  ■Oggi（小学館）　キーワードで読み解く現代ニッポン


  毎月28日発売


  ■FRaU（講談社）　月刊誌的「今」の読み解き方


  毎月12日発売


  ■ケトル（太田出版）　津田大介の「ワセ女でいこう！」


  隔月（偶数月）発売


  



  ===書籍===


  ■変わる人々　3.11後のソーシャル・アクション（フィルムアート社）


  著：岡本俊浩


  [Amazonで購入]


  →http://www.amazon.co.jp/dp/4845912872/xtcbz-22


  ■放送メディア研究9（丸善出版）


  編集：日本放送協会放送文化研究所


  http://www.nhk.or.jp/bunken/book/regular/media/media_9.html


  [Amazonで購入]


  →http://www.amazon.co.jp/dp/4863451172/xtcbz-22


  



  ===ウェブサイト===


  ★メディアアクティビスト・ 津田大介×メディア（前編） - プロの流儀-


  mode- Human dept. - All About


  http://allabout.co.jp/human/special/s1/120327/


  ★メディアアクティビスト・ 津田大介×メディア（後編） - プロの流儀-


  mode- Human dept. - All About


  http://allabout.co.jp/human/special/s1/120403/


  ■環境省が推進するがれき広域処理の意味　（はてなブックマークニュース）


  前編：http://b.hatena.ne.jp/articles/201203/8145


  後編：4月13日に公開予定です


  ■祝！プロ野球開幕〜ドラゴンズ"ファン"応援企画


  山本昌×津田大介 TALK SESSION


  http://www.tokyo-np.co.jp/ad/drafan/


  ■マル激トーク・オン・ディマンド 第572回 3.11〜1年+3週間 -今考えておかなければならないこと


  http://www.videonews.com/on-demand/571580/002356.php


  ■「情報で世界は変わるのか」　ニコ生初登場・池上彰×津田大介 in ニコファーレ 全文（ニコニコニュース）


  前編：http://news.nicovideo.jp/watch/nw215016


  後編：http://news.nicovideo.jp/watch/nw215051


  ■高校生のためのSNS活用ガイド Twitterの達人！この人に聞きました（リクルート進学ネット）


  http://shingakunet.com/rnet/column/snsguide_column/twitter.html


  ■【荻上チキインタビュー 第2回】ネットメディアと政治論議 津田大介×荻


  上チキ（SYNODOS JOURNAL）


  第1回：http://synodos.livedoor.biz/archives/1888481.html


  第2回：http://synodos.livedoor.biz/archives/1888490.html


  



  ===雑誌インタビュー===


  ★CIRCUS 5月号（KKベストセラーズ）


  http://www.kk-bestsellers.com/magazine/circus/


  巻頭言「仕事がスムーズにはかどるメールとSNSの作法」のコーナーに出演しています。


  ■美人百花 4月号（角川春樹事務所）


  http://www.bijinhyakka.jp/


  「芳麗の美人図書館」のコーナーに出演しています。


  ■プチキャン 2012年 春号（小学館）


  http://petit.cancam.tv/


  「夢をかなえる5つのステップ」のコーナーに出演しています。


  



  ===紙媒体===


  ★早稲田学報 2012年4月号（早稲田大学校友会）


  特集：新しい仕組みをつくるーエネルギーからファッションまで


  「Close Up人」のコーナーに登場しています。


  http://www.waseda.jp/alumni/gakuho/


  ■キャンパススコープ spring vol.29「今どきの対人関係論」


  キャンパス・スコープ29号は、全国600箇所の大学や都内の大学の入学式で受けとることができます。詳しくはブログに随時更新していきます。


  http://campusscope.blog72.fc2.com/


  



  ===Podcast、音声、映像コンテンツ===


  ★ラジオの街で逢いましょう


  町山智浩＋津田大介「宝島」ゴールデンエイジを語ろうか


  http://www.radiodays.jp/item_set/show/542


  ■ラジオの街で逢いましょう


  「新・ツイッター社会論」


  http://www.radiodays.jp/item/show/200885


  経営者の方向けのセミナーでの話を特別に公開。『Twitter社会論』（洋泉社）について、上梓以降のアップデートを話しています。『情報の呼吸法』（朝日出版社）を見ながら聴くことをおすすめします。


  ■ラジオの街で逢いましょう


  小田嶋隆「チーム北区が世界を斬る！津田大介＋小田嶋隆」


  http://www.radiodays.jp/item_set/show/520


  東京都北区出身の小田嶋隆さんとの対談。The雑談、といった感じでしょうか。同じ北区でも「赤羽」と「滝野川」の違いや都立高校の学校ごとの特色、そして情報の呼吸法の感想や、橋本大阪市長の話など飽きない内容です。


  ■ラジオの街で逢いましょう


  麻生潤「都市型フェスの現在、未来 津田大介＋麻生潤」


  http://www.radiodays.jp/item_set/show/529


  都市型フェスティバル『SYNCHRONICITY』、クリエイターチーム-kikyu-の主宰の株式会社EARTHTONE代表 麻生潤さんと対談。


  無料コンテンツもありますので是非お聞きください。無料コンテンツ収録は


  Ustream中継しながらお送りしています。


  



  ==4/5（木）==


  【TV】


  ■TOKYO MX「ゴールデンアワー」


  放送：21:00〜22:00


  URL：http://www.mxtv.co.jp/gold/goldmx


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/goldenhourmx


  ※電波が届かない地域の方も、Ustreamで見ることができます。


  



  ==4/6（金）==


  【Event】


  ■「未来美術専門学校vol.0〜RAINBOW JAPAN編〜」


  時間：19:00〜23:00


  会場：2.5D


  出演：遠藤一郎（未来美術家）、tomad、コバルト爆弾、津田大介 and more!入場料：1000円（別途ワンドリンクオーダー）


  詳細：http://2-5-d.jp/schedule/20120406/


  



  ==4/7（土）==


  【Radio】


  ★TBSラジオ　「鈴木おさむ　考えるラジオ」


  考えるテーマ　"ソーシャルメディアを考える"編　電話生出演


  詳細：http://www.tbsradio.jp/osamu954/


  時間：19:00〜20:55


  【TV】


  ■フジテレビ「新・週刊フジテレビ批評」


  時間：5:00〜6:00


  MC：奥寺健（フジテレビアナウンサー）、西山喜久恵（フジテレビアナウンサー）


  



  ==4/8（日）==


  【Event】


  ■「誰も知らない基地のこと」劇場トークショー


  詳細：http://kichimondai.com/


  時間：16:30〜


  会場：シアター・イメージフォーラム


  会場詳細：http://www.imageforum.co.jp/theatre/


  



  ==4/9（月）==


  【TV】


  ■NHK Eテレ　ハートネットTV


  「未来へのアクション After3.11　いま、動き出すとき」


  時間：20:00〜20:29


  URL：http://www.nhk.or.jp/heart-net/


  



  ==4/10（火）==


  【TV】


  ■NHK Eテレ　ハートネットTV　シリーズ「Me,We〜未来へのアクション〜」


  「未来へのアクション 3300万人を救うワンコイン健診」


  時間：20:00〜20:29


  URL：http://www.nhk.or.jp/heart-net/


  【Radio】


  ■J-WAVE「JAM THE WORLD」


  放送：毎週火曜日 20:00〜22:00


  URL：http://www.j-wave.co.jp/original/jamtheworld/


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/jwave813fm


  ※電波が届かない地域の方も、radiko（関東のみ）やUstreamで聴くことができます。Ustreamでの視聴は著作権の関係上、本放送とは違う音楽が流れます。


  



  ==4/11（水）==


  【Event/Ustream】


  ★レッツノート ビジネス スキルアップ アカデミー


  『一休.com　森社長が語る、〜ソーシャルメディア時代のブランディング〜』講師：森正文（株式会社一休　代表取締役）


  モデレーター：米倉誠一郎（一橋大学イノベーション研究センター教授）


  時間：19:00〜21:00


  会場：六本木ヒルズ　六本木アカデミーヒルズ


  参加費：無料


  イベント詳細：http://www.facebook.com/lets.acd/app_215271141828398


  Ustream中継：http://www.ustream.tv/channel/lets-acd


  ※上記Ustreamチャンネルでイベントの模様を生中継します。レッツノートビジネススキルアップアカデミーのFacebookに「いいね！」をお忘れなく。


  【TV】


  ■NHK総合「NEWS WEB 24」


  放送：深夜 24:00〜24:25


  URL：http://www3.nhk.or.jp/news/web24/


  



  ==4/12（木）==


  【TV】


  ■TOKYO MX「ゴールデンアワー」


  放送：21:00〜22:00


  URL：http://www.mxtv.co.jp/gold/goldmx


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/goldenhourmx


  ※電波が届かない地域の方も、Ustreamで見ることができます。


  



  ==4/14（土）==


  【Event】


  ★早稲田大学社学研院生・教員合同セミナーシンポジウム


  「震災後の社会と学生の可能性現実をどう知り、考え、判断し、行動するか」


  イベント詳細：http://www.socs.waseda.ac.jp/s/news/2012/03/000392.php


  時間：15:00〜16:40


  



  ==4/17（火）==


  【Radio】


  ■J-WAVE「JAM THE WORLD」


  放送：毎週火曜日 20:00〜22:00


  URL：http://www.j-wave.co.jp/original/jamtheworld/


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/jwave813fm


  ※電波が届かない地域の方も、radiko（関東のみ）やUstreamで聴くことができます。Ustreamでの視聴は著作権の関係上、本放送とは違う音楽が流れます。


  



  ==4/18（水）==


  【TV】


  ■NHK総合「NEWS WEB 24」


  放送：深夜 24:00〜24:25


  URL：http://www3.nhk.or.jp/news/web24/


  



  ==4/19（木）==


  【TV】


  ■TOKYO MX「ゴールデンアワー」


  放送：21:00〜22:00


  URL：http://www.mxtv.co.jp/gold/goldmx


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/goldenhourmx


  ※電波が届かない地域の方も、Ustreamで見ることができます。


  



  ==4/20（金）==


  【TV】


  ★NHK総合 特報首都圏


  放送：19:30〜19:55


  URL：http://www.nhk.or.jp/tokuho/


  【Ustream】


  ■ラジオの街で逢いましょう


  URL：http://www.ustream.tv/channel/radiodays-jp


  ※詳細は確定後に掲載いたします。


  



  ==4/23（月）==


  【Event】


  新刊「動員の革命」出版記念講演会


  ※詳細は確定後に掲載いたします。


  



  ==4/24（火）==


  【Radio】


  ★J-WAVE「JAM THE WORLD」


  放送：毎週火曜日 20:00〜22:00


  URL：http://www.j-wave.co.jp/original/jamtheworld/


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/jwave813fm


  ※電波が届かない地域の方も、radiko（関東のみ）やUstreamで聴くことができます。Ustreamでの視聴は著作権の関係上、本放送とは違う音楽が流れます。


  



  ==4/25（水）==


  【TV】


  ★NHK総合「NEWS WEB 24」


  放送：深夜 24:00〜24:25


  URL：http://www3.nhk.or.jp/news/web24/


  



  ==4/26（木）==


  【TV】


  ★TOKYO MX「ゴールデンアワー」


  放送：21:00〜22:00


  URL：http://www.mxtv.co.jp/gold/goldmx


  Ustream：http://www.ustream.tv/channel/goldenhourmx


  ※電波が届かない地域の方も、Ustreamで見ることができます。


  



  ==4/28（土）、29日（日）==


  【Event/ニコニコ動画】


  ★ニコニコ超会議


  イベント詳細：http://www.chokaigi.jp/


  ※ニコニコ超会議に津田大介ブースを出展します！ぜひお立ち寄りください。


  MIAUからのお知らせ

  


  僕が代表理事を務めるインターネットユーザー協会（MIAU）から、最新情報をお伝えします

  


  こんにちは。MIAU事務局長兼メルマガスタッフの香月です。今週はウェブサイトクリッピングで主要な話題をお送りします。


  



  ■【特別寄稿】踏みにじられたユーザーの意見、暴走するダウンロード刑罰化（BLOGOS）


  http://blogos.com/article/35407/


  このコーナーでも連日お伝えしている違法ダウンロード刑事罰化について、MIAU代表理事の小寺がBLOGOSに特別寄稿しました。前回のこのコーナーでお送りした森ゆうこ副大臣（せっかく繋がりができつつあったところで辞任届出しちゃったんですよね…）との質疑応答の内容を読みやすく解説しています。


  



  ■去年の韓国の著作権法改正とフェアユース（無名の一知財政策ウォッチャーの独言）


  http://fr-toen.cocolog-nifty.com/blog/2012/03/post-2fbc.html


  欧韓FTAそして米韓FTAの妥結を受けて改正された韓国の著作権法について解説されています。韓国のフェアユース条文は、アメリカの条文とベルヌ条約の3ステップテストを組み合わせる形で作っており、読めば分かると思うが、かなり適用範囲の広いものとなっているそうです。ただFTAを受けた著作権保護期間延長や法定賠償金制度の導入なども含まれています。これらはTPPの知財要求項目で日本にも導入が検討されているものです。


  



  ■フランスで20世紀の絶版書籍のデジタル利用を促進する法律が成立（カレントアウェアネス・ポータル）


  http://current.ndl.go.jp/node/20535


  20世紀に出版されて絶版となっている書籍のデジタル利用を促進する法律が3月にフランスで成立したそうです。これによると現時点で紙や電子で出版されておらず、かつ商業的に入手困難な2001年以前にフランスで出版された書籍について、フランス国立図書館のデータベースに登録され、かつ登録から6か月の間に異議がなかったものについては出版者が電子化できるようになるというものだそうです。


  



  ■ACTA will diminish Australia's digital economy: legal expert（Computer World）


  http://www.computerworld.com.au/article/419847/acta_will_diminish_australia_digital_economy_legal_expert


  オーストラリア国立大学法学部准教授のMatthew Rimmer博士は、ACTAがオーストラリアで発効した場合、イノベーションやデジタルエコノミーに影響を与え、国家の競争力を失うと述べています。


  



  ■TPP vs. ACTA - Line by Line（http://infojustice.org/）


  http://infojustice.org/archives/9256


  知財項目に関するTPPとACTAの要求項目に関しての条文の比較がなされています。


  



  ■最高裁が「TVブレイク」の上告棄却、JASRACの勝訴確定へ（INTERNET Watch）


  http://internet.watch.impress.co.jp/docs/news/20120330_522847.html


  動画共有サイト「TVブレイク」が著作権侵害でJASRACに訴えられていた問題が決着しました。YouTube以降、雨後のタケノコのように動画共有サイトが乱立しましたが、TVブレイクはそのなかの一つです。


  



  ■Microsoft and Financial Services Industry Leaders TargetCybercriminal Operations from Zeus Botnets（The Offcial Microsoft blog）


  http://blogs.technet.com/b/microsoft_blog/archive/2012/03/25/microsoft-and-financial-services-industry-leaders-target-cybercriminal-operations-from-zeus-botnets.aspx


  Microsoftが主導した作戦により、ZeuSおよびSpyEyeバンキング型のトロイの木馬ボットネットの主なサーバを稼働できない状態にしたとのこと。コンピューターウイルス等によってユーザーのコンピュータに入り込んだ攻撃用プログラム(ボット)を操作し、DDoS攻撃やSPAM送信などをつかって攻撃させるために、その指令を出すサーバが押収されたそうです。


  



  ■Email and web use 'to be monitored' under new laws（BBC）


  http://www.bbc.co.uk/news/uk-politics-17576745


  英政府が電子メールやウェブサイトへのアクセス履歴を監視できるようにする新法を準備しているとのこと。英政府通信本部（GCHQ）の要求に応じてメールの送信履歴やウェブサイトの閲覧履歴、そしてIP電話の通話履歴を即時に開示できるような機器をISPなどのインターネットインフラ企業に義務づけるとのこと。監視されるのはあくまでも送信先のアドレスや通話先で、内容までは含まれないということですが……。誰と通信したかってこと自体が通信の秘密に該当するのではないでしょうか？


  



  ■ネットカフェの本人確認、法制化を検討へ 警察庁（産経ニュース）


  http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/120329/crm12032913040006-n1.htm


  現在都内のインターネットカフェを利用するためには本人確認が必要で、ネットカフェは入退店時間の記録やパソコンの利用記録の一定期間の保管が義務付けられています。店によっては会員登録が必要で、その会員登録は携帯電話を持っていることが前提になっているので、携帯電話の充電をするためにネットカフェに入るときにすごく面倒くさいのですが、これを法制化し、全国のネットカフェに義務付けようとしている動きがあるとのこと。


  @sammy_sammyの週刊有料メルマガレビュー《第6回》

  


  僕の高校時代からの友だちで、ツイッターで有料メルマガのレビューを行っている@sammy_sammy。彼が購読中の有料メルマガの中から、面白かったものを毎週取り上げ、その内容をレビューします。購読する有料メルマガは随時増やしていく予定です。〔毎号配信〕


  


  【3月26日〜4月1日の注目メルマガ】


  ◆メルマガNEWSポストセブン


  http://www.mag2.com/m/0001389911.html


  ニュースサイト『NEWSポストセブン』（http://www.news-postseven.com/）によるメルマガ。今回のvol.009では、週ごとに異なる著名人が意見を述べる「今週のオピニオン」というコーナーに、ビートたけし氏が登場している。表題は「プライバシーを疑うとこから見えてくるもの」。昔は近所付き合いがあり、助け合いの精神があってよかったという懐古主義に留まらず、現代社会の“いびつ”なまでにプライバシーが守られている状況を指摘する。昔、「プライバシー」は金持ちだけのものだったが、今はどんな貧乏人でも「プライバシー」を“守られている”。ビートたけし氏もプライバシーの価値までは否定しない。ただし「豊かさ」と「プライバシー」のバランスが悪くなっていると示唆している。私も、プライバシーを守られた結果が孤独死では、何がなんやらという気がする。


  ◆マル激！メールマガジン


  http://www.mag2.com/m/0001015841.html


  ジャーナリスト・神保哲生氏と社会学者・宮台真司氏が、さまざまなゲストを招いてニュース解説や議論をする「マル激トーク・オン・ディマンド」（http://www.videonews.com/）のメルマガ版。2012年3月28日号では、『噂の真相』元副編集長でジャーナリストの川端幹人氏をゲストに招いた3月24日放送回の内容が文字起こしされている。川端氏は日本のタブーには「暴力」「権力」「経済」の3つのパターンがあると指摘する。たとえば、皇室問題は右翼団体などを背景にした「暴力」のタブーであり、創価学会やAKB、原発は「経済」のタブーだと説明する。また、「暴力」や「権力」のタブーは少なくなっているが、「経済」のタブーは力を増し、インターネット上で新たなタブーが生まれていることにも言及する。確かにツイッターなどを見ていても、原稿の内容そのものより“作法”ばかりを指摘する「記者クラブ」と変わらない人間が少なくないようにも思える。ちなみに本メルマガの2012年4月4日号では、津田大介氏がゲストとなっている。


  ◆ビジネス発想源 Special


  http://www.mag2.com/m/0001185134.html


  コンテンツの企画制作を行う有限会社ウィンビット代表・弘中勝氏によるメルマガ。今回のSp079では、「有用な情報に絞る」ことの重要性に触れている。情報発信で大切なことは「読者にとって有用な情報を発信すること」である。そう言うと多くの人は、「そんなの当たり前じゃん」と反応するだろう。しかし実際に情報発信をさせてみると、それがまったくできていないことがわかると弘中氏は指摘する。「有用な情報を発信すること」と「無用な情報を排除すること」は同じベクトルにある。しかし、「有用な情報を発信している」と称するブログには、なぜか「ランキングに参加しています！ポチッとボタンを押して下さい！」といった文言が……。各企業のPR意識がいかほどのものか判断するには、無用な情報をどれだけ発信しているか見ればいい。今回のメルマガは、そんな視点を与えてくれた。


  ◆林裕人のクッキングスクールへようこそ！


  http://www.mag2.com/m/0001447130.html


  パティシエ・林裕人氏によるメルマガ。私はまったく料理をしないのだが、それでも、自分でもやってみようかなと思わせる料理に関するノウハウなどが紹介されている。vol.005では、Q&Aのコーナーが面白い。「先生がこれまで教えてこられた人の中に料理が上手・下手な人っていますか? あればその違いを教えてください」との質問に、林氏は「僕がこれまでに見てきて、下手な人に共通して言えるの“雑”ってことですわ」と回答。女性声優が出演するバラエティ番組では、しばしば“料理”が行われるのだが、その残念なこと……。確かに、料理が苦手な人の特徴って「雑」なんですよね。


  ◆J3+（メルマ）


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆木崎伸也のNumberでは書けない話


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/shinya-kizaki


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』


  http://nagatajun.jp/


  3月25日にJリーグ・ガンバ大阪のセホーン監督が解任された。このニュースの解説は、ライターの立場によって大きく異なる。まず、「J3+（メルマ）」の執筆者であるじじ氏は、「サッカーコラム J3 Plus+」（http://llabtooflatot.blog102.fc2.com/）の管理人でファンという立場から、ニュースを解説する。じじ氏は、セホーン監督解任に触れた#161の号で「全くG大阪というクラブと関係がなくて、引退後は日本からも離れていた呂比須ワグナー氏にこだわった理由は、全く思い浮かばない」と記している。


  さて、セホーン監督解任のニュースなのに、なぜ呂比須ワグナー氏の名前が出てくるのか。理由はセホーン監督就任の経緯にある。ガンバ大阪は本来、呂比須氏を監督にしたかったのだが、諸事情により、Jリーグは氏の監督就任を許可しなかった。そこでガンバ大阪は呂比須氏をコーチにして、氏とゆかりのあるセホーン氏を監督にしたのだ。この迷走は、ガンバ大阪を専門に取材するライター・永田淳氏もメルマガで詳しく伝えている。呂比須氏は1998年に行われたフランスW杯の日本代表メンバーながら、ガンバ大阪に所属したことはない。スポーツライター木崎伸也氏は、ガンバ大阪が呂比須氏の招聘にこだわった理由を、自身のメルマガVol.57で次のように解説している。ガンバ大阪の強化部長・山本浩靖氏（※セホーン氏らと共に解任された）は、日本最大の代理人事務所「JSP」と深い関係にあった。そのため、同事務所にとって重要人物である呂比須氏のステップアップをサポートしたかったのではないか、と。仮に木崎氏の解説通りだとしたら、かなりスキャンダラスな事件になる。


  一方、永田氏はセホーン監督解任に関して、次のように述べるに留めている。「今季のここまでは、明確なビジョンがないままコーチングスタッフがチームを壊した。その中で、選手たちから『判断』まで奪ってしまうようなことになっていたため、それから考えれば確実に良い方向に向かって動き出したと言って良いだろう」（第54号より）。ガンバ大阪を専門に取材する永田氏からすれば、木崎氏の解説はある側面を切り取っただけで、真実ではないのかもしれない。また、メルマガ購読者層がチームのサポーターであろうことを考慮すれば、スキャンダラスに扱う意味もないのだろう。そして、木崎氏も指摘していたとおり、ガンバ大阪が遠藤保仁や明神智和、加地亮ら日本代表クラスの選手、優秀なブラジル国籍選手を獲得できたのは「JSP」の功績によるところが大きいのである。


  津田メルマガのような“社会派”有料メルマガの購読者層には、メルマガ発行者であるジャーナリスト・津田大介のファンが多いものと推測できる。そのため、メルマガに「自身が書きたいこと」をそのまま書いても、それなりに評価される。しかし、特定クラブを扱ったサッカーメルマガの購読者は、メルマガ執筆ライターのファンというより、扱っているクラブのファンが多いと推測できる。そのギャップをいかに消化していくか。そこに有料サッカーメルマガの難しさを感じる。なお、木崎氏のメルマガは3月末で、永田氏のメルマガは4月第1週で休刊となる。


  



  【あとがき】


  今回、サッカーメルマガを取り上げたのは、3月27日（火）放送の「JAM THE WORLD」で津田大介氏が元サッカー日本代表でミスターレッズの福田正博氏と対談していたからです。ちょうどよいタイミングかなと思ったのですが、いかがでしょうか？ それはともかく、私が初めて津田大介氏と一緒にサッカー観戦した試合は、1998年9月5日に国立競技場で行われたJリーグ「ヴェルディ川崎対浦和レッズ」でした。この試合には福田氏も選手として出場していました。津田氏は覚えていたのでしょうか？ 気になります。


  



  【3月26日〜4月1日の購読メルマガ一覧】


  《3月26日配信》


  ◆吉岡徹治の週刊マジック（ゴルフ通信）Vol.024


  http://www.mag2.com/m/0001351290.html


  ◆J3+（メルマ）#160


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆週刊アカシックレコード 120326


  http://www.mag2.com/m/0001009100.html


  ◆高野孟のTHE JOURNAL Vol.021


  http://www.mag2.com/m/0001353170.html


  ◆陳海騰（ちんかいとう）の「日中ビジネス！トップ人脈の架け橋」第六十三号


  http://www.mag2.com/m/0001240553.html


  ◆【就職】Dr. 西野の失敗しない会社えらび【投資】vol.0059


  http://www.mag2.com/m/0001233732.html


  ◆田村耕太郎の政財界ぶっちゃけグローバル・トーク Vol.016


  http://www.mag2.com/m/0001374391.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第713号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆若林理砂のメールマガジン「鍼灸師が教える一人でできる養生法」Vol.022


  http://yakan-hiko.com/wakabayashi.html


  ◆内田樹のメールマガジン「大人の条件」Vol.012


  http://yakan-hiko.com/uchida.html


  ◆美食の王様 来栖けい“くぅ喰う日記〜limitation〜”vol.24


  http://www.mag2.com/m/0001273896.html


  ◆麻布自動車グループ渡辺喜太郎のメルマガ vol.11


  http://www.mag2.com/m/0001304710.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120326（360）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0704


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン Vol.113


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆及川奈央の素“nao”


  http://www.mag2.com/m/0001426990.html


  ◆佐々木俊尚のネット未来地図レポート Vol.186


  http://www.mag2.com/m/0001161550.html


  ◆丸山和也の義憤熟考 Vol.068


  http://www.mag2.com/m/0001206371.html


  ◆週刊isologue 第156号


  http://www.mag2.com/m/P0007903.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第248〜249号


  http://foomii.com/00001


  《3月27日配信》


  ◆J3+（メルマ）#161


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆木崎伸也のNumberでは書けない話 Vol.57


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/shinya-kizaki


  ◆堀江貴文のブログでは言えない話 第114号


  http://yakan-hiko.com/horie.html


  ◆須田慎一郎の政経コンフィデンシャル Vol.0070


  http://foomii.com/00020


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第250〜251号


  http://foomii.com/00001


  《3月28日配信》


  ◆J3+（メルマ）#162


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆井戸実のブラックメルマガ Vol.034


  http://www.mag2.com/m/0001308870.html


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン Vol.114


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆宇都宮徹壱公式メールマガジン「徹マガ」第94号


  http://tetsumaga.com/


  ◆貞方邦介カリスマ社長のメルマガだから言える話 Vol.70


  http://www.mag2.com/m/0001213772.html


  ◆喰始（たべはじめ）の「エンターテイメントの作り方・ひょうたんうさぎの育て方」Vol.009


  http://www.mag2.com/m/0001386110.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《頻繁》


  http://www.mag2.com/m/0001289496.html


  ◆オトナオタク有料版 vol.4


  http://www.mag2.com/m/0001419251.html


  ◆三木大雲の仏教目線でエトセトラ Vol.006


  http://www.mag2.com/m/0001348114.html


  ◆Weekly 井沢元彦の書かずにはいられない 第94号


  http://www.mag2.com/m/0001109500.html


  ◆林裕人のクッキングスクールへようこそ！ vol.005


  http://www.mag2.com/m/0001447130.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0706


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆ジョン・キムのメールマガジン「真夜中の幸福論」Vol.008


  http://yakan-hiko.com/kim.html


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』第54号


  http://nagatajun.jp/


  ◆西部謙司メールマガジン Vol.56


  http://www.mag2.com/m/0001264412.html


  ◆マル激！メールマガジン 2012年3月28日号


  http://www.mag2.com/m/0001015841.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第252〜254号


  http://foomii.com/00001


  《3月29日配信》


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120328（362）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆ビジネス知識源プレミアム Vol.584


  http://www.mag2.com/m/P0000018.html


  ◆J3+（メルマ）#163


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆黒田勇樹が働かずに生きていくためのメルマガ「黒田運送（便）」vol.18


  http://www.mag2.com/m/0001367290.html


  ◆〈マネーの虎〉安田久の天国と地獄 023号


  http://www.mag2.com/m/0001355611.html


  ◆GELマガ Vol.49


  http://www.mag2.com/m/0001282016.html


  ◆イビチャ・オシムの「オシム問答」Lesson.29


  http://number.bunshun.jp/list/vianumber/osim


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《濃厚》


  http://www.mag2.com/m/0001289498.html


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月29日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0707


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第716号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」Vol.0021


  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120328（362）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆小澤一郎の「メルマガでしか書けないサッカーの話」Vol.087


  http://www.mag2.com/m/0001172031.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第255〜256号・号外


  http://foomii.com/00001


  《3月30日配信》


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月30日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆メルマガNEWSポストセブン vol.009


  http://www.mag2.com/m/0001389911.html


  ◆辛坊治郎メールマガジン 第59号


  http://www.mag2.com/m/0001245968.html


  ◆あるきすと平田のそれでも終わらない徒歩旅行〜地球歩きっぱなし20年


  第36号


  http://www.mag2.com/m/0001319893.html


  ◆横須賀てるひさの「東京資格起業家物語」Vol.025


  http://www.mag2.com/m/0001354050.html


  ◆古賀茂明と日本再生を考えるメールマガジン Vol.012


  https://mall.ismedia.jp/category/select/pid/8767


  ◆ごまめの歯ぎしり 応援版 2012年3月30日号


  http://www.mag2.com/m/0001339330.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第717号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆高城未来研究所「Future Report」 Vol.041


  http://www.mag2.com/m/0001299071.html


  ◆後藤勝公式メールマガジン・トーキョーワッショイ！Ｚ VOL.9


  http://tokyowasshoi.jp/


  ◆日笠雅水の「マーコさんのテソーミ教室」vol.057


  http://www.mag2.com/m/0001258270.html


  ◆稲川淳二の眠れない怖い話 VOL.0707


  http://www.mag2.com/m/P0007994.html


  ◆僕秩ヨシナガの「ネットの今。」号外


  http://www.mag2.com/m/0001399010.html


  ◆永田淳公式メールマガジン『G-laboratory』第55号


  http://nagatajun.jp/


  ◆ザ・ヨコハマ・エクスプレス Vol.7


  http://yokohama-ex.net/


  ◆大原さんちの九州ダイナミック 号外！


  http://www.mag2.com/m/0001410910.html


  ◆菜っ葉の『菜』！！ver.めーる__024


  http://theory.ne.jp/akutsu/


  ◆ロックオン通信〜山路徹的ニュースの読み解き方 vol.037


  http://www.mag2.com/m/0001264451.html


  ◆まぐまぐ社長メルマガ《濃厚》


  http://www.mag2.com/m/0001289498.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】 第257〜259号


  http://foomii.com/00001


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120330（364）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  《3月31日配信》


  ◆青山裕企の〈毎フェチ新聞〉2012年3月31日


  http://www.mag2.com/m/0001386071.html


  ◆でろマガサッカーコラム Vol.102


  http://www.mag2.com/m/0001249850.html


  ◆黒田勇樹編集 日本一馬鹿なメルマガ「黒田運送（便）」ハイパー vol.5


  http://www.mag2.com/m/0001455170.html


  ◆日本代表＆サッカー分析メールマガジン しみマガ 通巻34〜35号


  http://magazine.livedoor.com/magazine/38


  ◆ビジネス発想源 Special Sp079


  http://www.mag2.com/m/0001185134.html


  ◆杉本清のメルマガだから言える競馬のお話 VOL.102


  http://www.mag2.com/m/0001111783.html


  ◆上杉隆の東京脱力メールマガジン Vol.115


  http://www.mag2.com/m/0001112241.html


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120331（365）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆週刊三橋貴明〜新世紀のビッグブラザーへ〜 Vol.149


  http://www.mag2.com/m/P0007991.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第718号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆ごまめの歯ぎしり 応援版 2012年3月31日号


  http://www.mag2.com/m/0001339330.html


  ◆安岡力也メールマガジン vol.011


  http://www.mag2.com/m/0001320730.html


  ◆週刊アカシックレコード 120331


  http://www.mag2.com/m/0001009100.html


  ◆岩上安身のIWJ特報 第26〜28号


  http://www.mag2.com/m/0001334810.html


  ◆J3+（メルマ）#164


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第260〜264号


  http://foomii.com/00001


  《4月1日配信》


  ◆J3+（メルマ）#165


  http://www.mag2.com/m/0001340175.html


  ◆そこそこ週刊・畠山理仁 Vol.044〜045


  http://www.mag2.com/m/0001274296.html


  ◆週刊アカシックレコード 120401


  http://www.mag2.com/m/0001009100.html


  ◆今井亮一の裁判傍聴バカ一代 第719号


  http://www.mag2.com/m/0001035825.html


  ◆「真」党議員・石川ともひろの汚名返上！第27号


  http://www.mag2.com/m/0001333734.html


  ◆ウィークリー タムくん vol.44


  http://www.mag2.com/m/0001278871.html


  ◆池田信夫メールマガジン「エコノMIX」


  http://www.mag2.com/m/0001336011.html


  ◆新井里美の「みっこdeないと」Vol.003


  http://theory.ne.jp/arai_satomi


  ◆毎日のように手紙は来るけれど 20120401（366）


  http://www.mag2.com/m/0001272552.html


  ◆天木直人のメールマガジン【反骨の元外交官が世界と日本の真実をリアルタイム解説】第265〜267号


  http://foomii.com/00001


  ◆α-Synodos vol.97


  http://synodos.jp/


  



  ※新たに購読するメルマガを募集しています。「このメルマガが面白いよ」という情報提供や、「このメルマガ気になるんだけど、レビューを読んでから決めたい」というご要望はツイッター @sammy_sammy までリプライをお寄せください。

  


  ▼渡辺文重（わたなべ・ふみしげ）


  1973年生まれ。福岡県北九州市出身。フリーランス編集者／ライター。有限会社ブンヤ取締役。パソコン雑誌のライターを経て、2003年に有限会社ブンヤ設立。携帯サイトの企画、運営、編集、執筆などを行う。主な分野は、サッカー、ゲーム、アニメなど。


  ツイッターID：@sammy_sammy
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  □ 発行元：有限会社ネオローグ　http://www.neo-logue.com/


  □ 発行責任者：津田大介（@tsuda）


  □ 編集：松本香織（@tekitoeditor）


  □ スタッフ：小嶋裕一（@mutevox）、香月啓佑（@kskktk）


  ※本メルマガに掲載される記事の著作権は（対談など一部のコンテンツを除き）発行元及び発行責任者に帰属します。記事の引用、転載、雑誌掲載などは事前連絡なくご自由に行っていただいて結構ですが、引用については公正な慣行、転載については常識の範囲内でお願いできれば幸いです。引用、転載、雑誌掲載いずれの場合も、本メルマガのコンテンツを利用される場合は出典を付記するようお願いいたします。
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